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組合員の皆様、明けましておめでとうございます。 

地球温暖化現象による影響なのか、昨年は⼀昨年に続き台風の⼤型化が顕著になり、自然災害に

よる輸送障害で列⾞遅延等が繰り返される中で旅客会社の計画運休が実施され、私たち貨物社員に

とっても仕事上における影響は⼤きなものとなりました。また、残念ながら東海⽀社内における鉄

道人身障害事故の発生もあり作業の安全が問われる⼀年となりました。 

新たな「新人事賃⾦制度」がスタートしましたが、評価者による適正な評価がされるのかどうか

⼤きな疑問を抱えており、今年は新たな制度の検証をしていかなければなりません。 

貨物会社における昨年の決算では、⼀昨年の⼤きな輸送障害がありながらも⿊字を確保し、今年

度の中間決算では鉄道事業部門においても⿊字となりましたが、年末⼿当において社員に還元され

たと言えるものではありません。 

国労東海貨物協議会役員⼀同は、本部・全貨協に結集し、労働者が明るく安全に働ける職場作り

を目指すとともに、２０春闘におけるベア獲得、労働条件及び労働環境改善、組織強化・拡⼤等に

向けて努⼒していく決意を述べ、新年の挨拶に代えたいと思います。 

本年も宜しくお願い致します。 

 

国労東海貨物協議会 議⻑ 鈴⽊和⺒ 
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